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--- BP 左・右・左右差 ---
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--- BP 左右平均・陰陽逆転 ---
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---BP左右平均---

0 1000 2000 3000

脾  3271

肺  3264

肝  3202

胆  3092

腎  2913

胃  2767

大腸 2764

膀胱 2747

心包 2689

小腸 2654

三焦 2574

心  2502

虚 実■■■■■■■■■■■

---左右差---
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肺   321

三焦 215
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脾   117

大腸  86

---陰陽逆転---
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心 -小腸 -152
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肺 -大腸
脾 -胃 

--- 気のバランス ---
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--- IQ 左・右・左右差 ---
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※当ページグラフ類の表記法は「東洋医学 気の流れの測定・診断と治療」（本山博著 宗教心理出版）の事例を参考にしています。
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【 データ一覧 】

 左  右  差 平均 左％ 右％ 平均％ 差％

① 肺  
BP 3103 3424  321 3264   1.081   1.193   1.137 ◇2.826

IQ 1411 2171  760 1791 0.692 1.065 0.879 3.036

② 大腸
BP 2721 2807   86 2764   0.948   0.978   0.963   0.757

IQ 1976 1909   67 1943 0.970 0.937 0.953 0.267

③ 心包
BP 2716 2661   55 2689   0.946   0.927   0.937   0.484

IQ 2167 1870  297 2019 1.063 0.918 0.991 1.186

④ 三焦
BP 2681 2466  215 2574   0.934   0.859   0.896 ◇1.892

IQ 1771 1486  285 1629 0.869 0.729 0.799 1.138

⑤ 心  
BP 2535 2469   66 2502   0.883   0.860   0.871   0.581

IQ 1634 1694   60 1664 0.802 0.831 0.816 0.239

⑥ 小腸
BP 2752 2556  196 2654   0.959   0.890   0.924   1.725

IQ 1769 1707   62 1738 0.868 0.838 0.853 0.247

⑦ 脾  
BP 3212 3329  117 3271   1.119   1.160   1.139   1.030

IQ 2259 1843  416 2051 1.108 0.904 1.006 1.661

⑧ 肝  
BP 3192 3212   20 3202   1.112   1.119   1.115   0.176

IQ 2245 2729  484 2487 1.102 1.339 1.220 1.933

⑨ 胃  
BP 2803 2730   73 2767   0.976   0.951   0.964   0.642

IQ 2006 2083   77 2045 0.984 1.022 1.003 0.307

⑩ 胆  
BP 3182 3001  181 3092   1.108   1.045   1.077   1.593

IQ 2326 2290   36 2308 1.141 1.124 1.132 0.143

⑪ 腎  
BP 2923 2902   21 2913   1.018   1.011   1.015   0.184

IQ 2601 2451  150 2526 1.276 1.203 1.239 0.599

⑫ 膀胱
BP 2753 2741   12 2747   0.959   0.955   0.957   0.105

IQ 2401 2091  310 2246 1.178 1.026 1.102 1.238

【BP陰陽差】

肺 －大腸     500

心包-三焦     115

心 －小腸 □ -152

脾 －胃       504

肝 －胆       110

腎 －膀胱     166

【平均】

BP  2869

IQ  2037

【標準偏差】

BP ↓ 0.094

IQ  0.164

【手/足】

BP 0.914

IQ 0.789

【左/右】

BP 1.008

IQ 1.010

【診断】

△ BP高(実)

▽ BP低(虚)

◇ 左右差大(不安定)

□ 陰陽値逆転(変調)

↑ 興奮(変調初期)

↓ 沈静(慢性化)

【ポイント解説】

ＢＰ ＩＱ

経絡別 虚実の指標 ―

左右差 該当経絡の変調。多くは一時的なもの。 ―

陰陽差
逆転「□」

該当経絡の変調。恒常的で多くの場合、発症を自覚
している。

―

平均 気(生命エネルギー)の充実度。
若年>老年・虚弱者。健常者>病人。

免疫・生体恒常性維持機能の活性度。
発症初期・炎症中・アレルギー体質者＞慢性化・機能低下。

標準偏差 発病初期など免疫反応が活発なとき大きくなる。
測定操作が乱雑なときにもバラツキのため大きくなる。

同左。
ＢＰの場合よりも長期間かけて変化する。

手／足 1が理想値。 1が理想値。

左／右 1が理想値。 1が理想値。

※上記「診断」は「経絡-臓器機能測定について」(本山博著　宗教心理出版)の「各経絡―臓器の機能興奮，低下，不安定を決める
基準」に準拠しています。「ポイント解説」は、同氏の多数の著書の中の説明文を引用したものです。語句変更したところもあります。


